
就任にあたって

　７月１日付けで危険物保安技術協会理事長に就任いたしました。

　危険物保安技術協会機関誌「Safety & Tomorrow」の読者の皆様には、平素より当協会の運営につきまし

て、格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　当協会は、昭和５１年に設立されて以来４９年が経ちますが、これまで、石油等の危険物を貯蔵する屋外タン

ク貯蔵所の安全性についての設計審査、保安審査等を行うとともに、危険物等に関する安全対策の向上に資す

るための各種の技術援助、調査研究を実施してまいりました。また、危険物関連設備等の性能評価、危険物運

搬容器等の試験確認の業務、危険物施設等の保安に関する診断、危険物データベース登録確認書交付の業務、

危険物施設等に係る事故情報の収集・分析、危険物に関する最新の情報等を提供する研修会の開催など幅広

く業務を行っております。

　私どもは、危険物に対する専門技術者集団として、日々危険物貯蔵タンク等の審査や保安診断、性能評価、

試験確認などを行うとともに、その専門知識を活かして、屋外タンク貯蔵所に係る事故原因の調査、ホームペー

ジやポスター・イラストを活用した危険物や危険物施設の安全対策に関する国民への情報提供、セミナー・講

習会の充実等に積極的に取り組み、地域の安心・安全の確保に一層貢献し、当協会に対する信頼に応えてまい

ります。

　近年、危険物施設における事故発生件数が高い水準で推移している一方、規制改革による危険物の保安に関

する技術基準の性能規定化や企業防災の実効性を確保するための自主保安等が求められていることから、これ

らの動向を踏まえ、消防機関、企業からの要望、ニーズに即応した業務展開を積極的に推進してまいります。

　国内石油需要の減少や政府における「2050年カーボンニュートラル宣言」、物価の高騰など、厳しい経営環

境にありますが、今後とも、公正、中立な技術的専門機関として、カーボンニュートラル社会の実現、新たなエネ

ルギー需要への対応、デジタル化や新技術の活用など、時代の要請に応えながら社会的使命を果たすととも

に、技術力の向上・強化と業務の効率的かつ適正な運営を図り、危険物等に関連する保安の確保に努めてまい

る所存であります。

　引き続き、皆様方の一層のご支援とご協力をお願い申し上げます。

  危険物保安技術協会
理事長

菊池 善信
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